
別紙３　　参考様式

４月 ７月 10月 １月 ４月 ７月 10月 １月 ４月 ７月 10月 １月 ４月 ７月 10月 １月

埼玉県 坂戸市 株木地区 赤尾（赤尾弾正、赤尾新田、赤尾中組、赤尾金山、赤尾下
組）、島田（島田下宿、島田上宿、島田本村、島田新田）

実質化済み ※２

浅羽地区 浅羽（浅羽中）、粟生田（粟生田西部） 実質化済み

小沼地区
小沼（附島、西廓、中廓、北廓、木曽
免）

石井地区 石井（石井新町、石井上宿、石井内袋、石井下石井、石井
下宿、石井元宿）、赤尾（赤尾金山、赤尾下組）

紺屋地区
紺屋（宮東、高窪、大橋、松原、宮
西）

横沼地区 横沼（北方、登戸、原方）

片柳地区 片柳（片柳14区）

中里用水地区 中里、塚崎

入西北部地区
新ヶ谷、東和田、戸口、沢木、金田、今
西、善能寺【飛び地】、北浅羽

厚川・萱方地区 厚川、萱方

島田地区 島田（島田下宿、島田上宿、島田本村、島田新田）

※２　話合いの単位を見直し、株木地区のうち島田集落を「島田地区」として分割したため、株木地区（残存地域）のプランは実質化の要件を満たさないものとなった。

人・農地プランの実質化の取組
①　アンケートの実施
②　地図化による現況把握
③　話合い
④　プランの取りまとめ手続
注：①から④までは例示ですので、取組内容を地域の実情に合わせて細分化すること等もできます。

※（）内は、国の指定する集落数カウント用の旧農業集落名（プラン地域名には含めない。）

2021年度 2022年度

人・農地プランの実質化に向けた工程表

2019年度 2020年度都道府
県名

市町村
名

対象地区 集落名

①、② ③、④

①、② ③、④

①、② ③、④

①、② ③、④

①、② ③、④

①、② ③、④

①、② ③、④

①、② ③、④

①、② ③、④


